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 本 研 究 では ， 都 市湧 水 河 川で あ る 矢川 に お いて ， マ イク ロ ハ ビタ ッ ト スケ ー

ルと リ ー チス ケ ー ルで の ２ つの 調 査 を実 施 す るこ と で ，ホ ト ケ ドジ ョ ウ の生 息

場特 性 と 他魚 種 と の生 息 場 利用 に お ける 種 間 関係 を 解 明し た ．  
 第 2 章 では ， 成 魚と 未 成 魚 の 各 成 長段 階 で 本種 の 生 息環 境 を 評価 し た ．矢 川
は多 く の 既往 研 究 の対 象 地 とな っ て いる 谷 戸 と比 較 す ると 物 理 環境 条 件 の傾 度

が大 き い こと に 加 え， マ イ クロ ハ ビ タッ ト ス ケー ル で 本種 の 採 捕地 点 の 物理 環

境を 正 確 に計 測 し たた め ， 高流 速 域 での 生 息 場ポ テ ン シャ ル の 増 加 等 の 既往 の

研究 と 異 なっ た 結 果が 得 ら れた ． 本 種の 高 流 速域 で の 生息 を 可 能と し た 要因 と

して は ， 流速 低 減 効果 が あ ると 考 え られ る 変 数（ 大 礫 と中 礫 ， 植生 被 度 ）の 応

答曲 線 で，数 値 が大 きく な る ほど 生 息 場ポ テ ン シャ ル が 増加 し て い る こ と から ，

礫や 植 生 によ っ て 形成 さ れ る 微 小 な 低流 速 域 を 本 種 が 利用 し て いる 可 能 性 が 示

唆さ れ た ．ま た ， 成魚 と 未 成魚 で は ，重 要 な 生息 環 境 要因 や 条 件が 異 な るこ と

が示 さ れ た ． こ れ は未 成 魚 の発 生 時 期が 限 定 的で あ る こと や 未 成魚 に は 浮遊 期

があ る こ と に よ る 成魚 と の 生活 様 式 の違 い に 起因 し て いた と 推 察さ れ る ．  
 第 3 章 では ， 矢 川に お け る本 種 の 流程 分 布 と成 長 段 階を 6 段 階に 分 け るこ と
で浮 遊 期 の仔 稚 魚 や大 型 個 体の 生 息 場特 性 を 明ら か に した ． ま ず， 流 程 分布 で

は， 湧 出 部に 近 い 最上 流 部 と下 流 部 の森 林 地 帯 で 多 く の個 体 を 採捕 し た ．湧 出

部に 近 い 最上 流 部 は水 温 や 流量 が 安 定し て い た こ と が 要因 と 考 えら れ る ．下 流

部の 森 林 地帯 に お いて は ， 森林 に よ る日 射 遮 断が 夏 季 の水 温 上 昇を 緩 和 して い

たこ と が 要因 と し て挙 げ ら れる ． さ らに ， 森 林地 帯 で 採捕 さ れ る個 体 は 大型 個

体が 多 か った こ と から ， 森 林か ら 供 給さ れ る 落下 昆 虫 や水 生 昆 虫な ど の 餌資 源



が本種の個体数 や 成長 に 影 響し て い た可 能 性も 示 唆 され た ．  
2 0  m m 以 下 の 浮 遊 期間 と 考 えら れ る 全長 区 分 の生 息 場 特性 と し ては ， こ の全

長区 分 の み水 深 が 重要 な 変 数と し て 評価 さ れ た． 応 答 曲線 で は ，低 水 深 で高 い

生息 場 ポ テン シ ャ ルを 示 し て お り ， 大型 魚 か らの 捕 食 リス ク や 遊泳 能 力 によ る

制限 か ら 低水 深 環 境が 重 要 であ っ た と推 察 さ れる ． さ らに ， ほ とん ど の 全長 区

分に お い て ，断 面植 生被 度 の 割合 は 最 も重 要 度 の低 い 変 数で あ っ たの に 対 して ，

2 0  m m 以 下 の 全 長 区分 で は ，中 程 度 の重 要 度 を示 し て いた ． 本 種は 産 卵 基質 と
して 植 生 を利 用 す るた め ， 抽水 植 物 が繁 茂 す る 水 際 の 浅場 が 産 卵か ら 成 長段 階

初期 の 生 息環 境 と して 重 要 であ っ た こと も 示 唆さ れ た ． 4 0  m m 以 上 の 全 長区 分
では ， 流 速が 最 も 重要 な 変 数と な っ てい た ． 一般 的 に ，本 種 の 生息 環 境 条件 と

して 流 速 の小 さ い 環境 の 重 要性 が 示 され て い るこ と か ら ， 高 流 速域 を 有 する 矢

川に お い ても 同 様 の傾 向 が 示さ れ た ．ま た ， 河床 材 料 に関 す る 変数 の 重 要度 が

中程 度 ～ 高程 度 と なっ て お り， 矢 川 にお い て 礫や 礫 間 に形 成 さ れる 緩 流 域が 本

種の 生 息 環境 条 件 とし て 重 要で あ る こと が 示 唆さ れ た ．特 に ， 6 1  m m 以 上の 全
長区 分 で は， 大 礫 の重 要 度 が流 速 の 次に 高 い こと や 最 上流 部 か らの 距 離 にお い

て， 大 礫 や中 礫 の 多い 最 上 流部 と 最 下流 部 で 局所 的 に 高い 生 息 場ポ テ ン シャ ル

が示 さ れ たこ と か ら， 大 型 個体 ほ ど 礫の 下 や 礫間 の 空 間に 依 存 して い る こと が

示唆 さ れ た ．  
第 4 章 で は ，ラ ン ダム フ ォ レス ト を 用い て ， 矢川 に 優 占し て 生 息す る 4 魚種

の共 存 パ ター ン（ 1 6 ク ラス ）につ い て ，多 ク ラ ス分 類 を 実施 し ，本種 が 国 内外
来魚 で あ るカ ワ ム ツや タ カ ハヤ 等 の 他魚 種 と 共存 す る 場合 の 生 息場 特 性 の違 い

につ い て 評価 し た ．本 種 は 他の 魚 種 と比 較 し て， 単 独 で出 現 す るこ と が 多く ，

これ は 冬 季の 低 流 量時 や 他 の魚 類 が 生息 で き ない 低 水 深環 境 で も生 息 が 可能 で

ある こ と が要 因 と して 考 え られ る ． 一方 で ， アブ ラ ハ ヤや カ ワ ムツ と 同 所的 に

出現 す る とき に は ，水 深 が 大き く な るほ ど 生 息場 ポ テ ンシ ャ ル がや や 高 くな る

傾向 を 示 して お り ，本 種 が 単独 出 現 する 場 合 と逆 の 傾 向を 示 し た ． さ ら に， ア

ブラ ハ ヤ とカ ワ ム ツの 二 種 のみ が 共 存す る 時 には 本 種 を含 む 場 合よ り 高 水深 で

の生 息 場 ポテ ン シ ャル の 上 昇が 顕 著 であ っ た ． し た が って ， 矢 川に お い て ， 全

長が 本 種 より 大 き く遊 泳 能 力の 高 い カワ ム ツ とア ブ ラ ハヤ が 水 深の 大 き な環 境

を利 用 し ，本 種 が カワ ム ツ やア ブ ラ ハヤ と 共 存す る と きは ， こ れら の 遊 泳魚 の

生息 環 境 条件 の 周 縁領 域 で ある 浅 水 域を 利 用 して い た もの と 考 えら れ る ．  
本 研究 で は 希少 種 で ある ホ ト ケド ジ ョ ウの 都 市 河川 お け る生 息 場 特性 を 成長

段階 ご と に解 明 し ，機 械 学 習の 一 手 法で あ る ラン ダ ム フォ レ ス ト に よ る 多ク ラ

ス解 析 を 実施 す る こと で 複 数種 の 共 存パ タ ー ン解 析 お よび 生 息 環境 評 価 が同 時

に可 能 で ある こ と を示 し た ．本 成 果 は， 本 種 の保 全 計 画に 役 立 つ多 く の 知見 を

示す と と もに ， 生 態学 分 野 での 解 析 手法 を 提 案し て お り， 生 態 学お よ び 工学 分

野に お け る将 来 的 な研 究 展 開に 大 き く貢 献 す るも の で ある ．  


